
◆◆主な内容◆◆

インフォメーション
●近畿農政局和食オンライン セミナーを開催し
ます！

●近畿農政局管内の野生鳥獣による農作物被害
状況（令和３年度）

●統計情報 作物統計調査 作物統計調査 令和
４年産うめの結果樹面積、 収穫量及び出荷量
（和歌山県、奈良県）

●消費税のインボイス制度開始に関するWeb説明
会を開催します

トピックス
●羽衣国際大学との包括的連携協力に関する協
定調印式を開催！

綴込みパンフレット
●兵庫県における土づくりのためのセミナー
●堆肥シンポジウム～近畿耕畜連携イニシアチブ～

近畿農政局 企画調整室

情報新鮮 ｍini

←農林水産省公式Facebook、Twitter及びYouTubeは、近畿農政局ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからもアクセスできます。

新鮮mini情報のバックナンバーは、「近畿農政局 ミニ情報」で検索できます。
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近畿農政局

BUZZMAFF「となりの近畿」
～和歌山県九度山町で富有柿

を収穫した～
（和歌山県九度山町）

近畿農政局では、YouTubeを使って近畿管内２

府４県の農林水産業に関する色々な情報をお知
らせするチャンネル、BUZZMAFF「となりの近畿」
を動画配信しています。

12月には、「和歌山九度山町で富有(ふゆう)柿
を収穫した」という動画を配信しています。

和歌山県は、柿の生産量が全国一（令和３年
産）であり、今回は九度山町の農園で「富有」とい
う品種の甘柿を中心に撮影をし、甘柿と渋柿の
味の違いを表現してみました。



インフォメーション

平成25年に「和食；日本人の伝統的な食文化」がユネスコ無形文化遺産に登録され、今年は、
「京料理」が登録無形文化財に登録されました。
今回のセミナーでは、和食に欠かせない「酢」に焦点を当て、「和食と酢」についての関わりや
食文化を学ぶ基調講演とパネルディスカッションを開催します。和食や食文化に興味・関心
のある多くの方々のご参加をお待ちしております。

4.参加対象者：「地域の和食文化
ネットワーク近畿」会員及び
和食や食文化に興味・関心を
お持ちの方等

5.募集人数：100名（先着順）
※定員になり次第、受付終了。

6.申込方法：以下の参加申込フォーム
からお申し込みください。

7.申込期限：令和5年1月20日（金曜日）

＜参加申込フォーム＞
https://www.contactus.maff.go.jp/j/
kinki/form/wagohansemina2.html

お問い合わせ先
農林水産省近畿農政局経営・事業支援部
地域食品・連携課（担当：大橋、勝田）
電話：075-414-9025（直通）
メール：wasyokubunkanw.kinki@maff.go.jp
「地域の和食文化ネットワーク近畿」会員募集中です。（無料）

https://www.maff.go.jp/kinki/keiei/tiiki_syokuhin/wasyoku/210701.html

1.開催日時：令和５年１月24日（火曜日）
14：00～16：00

2.開催場所：Web方式(Zoom使用)

3.開催内容：
〇基調講演：テーマ「和食と酢」
講師：京都府立大学 文学部 和食文化学科

特別専任教授 佐藤 洋一郎 氏
〇パネルディスカッション
テーマ：「和食文化の保護・継承を進める

ために～お酢の魅力をさぐる～」
コーディネーター：佐藤 洋一郎 氏
パネリスト：
飯尾 彰浩 氏 （株式会社飯尾醸造 五代目当主）
佐々木 勝悟 氏（株式会社いづう 八代目当主）
大石 和男 氏 （文化庁 参事官（食文化）付

文化財調査官）

https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/
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◆消費税のインボイス制度開始に関するWeb説明
会を開催します

統 計 情 報

◆作物統計調査
令和４年産うめの結果樹面積、
収穫量及び出荷量
（和歌山県、奈良県）

詳しくはこちら（近畿農政局ホームページ）

https://www.maff.go.jp/kinki/toukei/
toukeikikaku/yotei/2022.html#1130

－和歌山県の収穫量は前年産に
比べ５％減少の－

【調査結果の概要】

１ 結果樹面積
結果樹面積は、和歌山県が4,880ha、奈良県が
280haで、それぞれ前年産並みとなりました。

２ 収穫量及び出荷量
収穫量は、和歌山県が６万4,400ｔ、奈良県が798
ｔで、前年産に比べそれぞれ3,100ｔ（５％）、
642ｔ（45％）減少しました。
出荷量は、和歌山県が６万2,200ｔ、奈良県が762
ｔで、前年産に比べそれぞれ3,000ｔ（５％）、
618ｔ（45％）減少しました。
なお、和歌山県の収穫量は昭和40年産から58年間
連続全国第１位となっており、全国の67％を占め
ています。

図 うめの都道府県別収穫量

・ 令和３年度の近畿農政局管内の被害額は約 13.2 
億円（全国 155 億円の約 9％）。

・ 獣種別では、全体の約 7 割がイノシシ、シカ、
サル。作目別では、稲、果樹、野菜の順。

・ イノシシの被害は減少したが、シカの被害は増加。
・ 平成22年度をピークに減少傾向にあるが、営農意

欲の減退、耕作放棄・離農の増加等、被 害額とし
て数字に表れる以上に農山漁村に深刻な影響を及
ぼしている状況。

◆近畿農政局管内の野生鳥獣による農作物被害
状況（令和３年度）

近畿農政局では令和５年10月１日から導入されるイ
ンボイス制度に備え、近畿農政局管内の農業者、食
品事業者及び関連団体等向けの制度説明会を下記の
開催日程・開催方法で行います。
この制度説明会では、インボイス制度についての理
解を深め、インボイス登録の要否について検討が出
来るようにするとともに、登録する場合には事前準
備をスムーズに進められるよう、大阪国税局から説
明を行います。
説明会の参加申込みは、下記URLまたは二次元コー
ドからお申し込みください。

１ 開催日程（各回とも所要時間は１時間程度
説明内容は同じ。）
①令和5年1月12日(木曜日) 10時30分開始
② 同 上 13時10分開始
③令和5年1月18日(水曜日) 10時30分開始
④ 同 上 13時10分開始

２ 開催方法 Web方式(Webex使用)
３ 申込はこちら(近畿農政局HP)
申込期限は各々の開催日の２日前まで
https://www.contactus.maff.go.jp/j/kinki/form/
221122_4.html

４ 問い合わせ先：近畿農政局企画調整室
南嶋、瀧脇、徳田 TEL：075－414－9037

インボイス制度特設サイト(国税庁HP内)はこちら
https://www.nta.go.jp/taxes/shiraberu/zeimokub
etsu/shohi/keigenzeiritsu/invoice.htm

インボイス制度web説明会（近畿農政局）

インボイス制度説明会（小野市会場）
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農林水産省近畿農政局
企 画 調 整 室

滋 賀 県 拠 点

京 都 府 拠 点

大 阪 府 拠 点

兵 庫 県 拠 点

奈 良 県 拠 点

和歌山県拠点

TEL(075)451-9161 FAX(075)414-9060

TEL(077)522-4261   FAX(077)523-1824

TEL(075)414-9015   FAX(075)414-9057

TEL(06)6943-9691   FAX(06)6943-9699

TEL(078)331-9941   FAX(078)331-5177

TEL(0742)32-1870   FAX(0742)36-2985

TEL(073)436-3831   FAX(073)436-0914

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒520-0044 大津市京町3-1-1 大津びわ湖合同庁舎6Ｆ

〒602-8054 京都市上京区西洞院通下長者町下る丁子風呂町

〒540-0008 大阪市中央区大手前1-5-44 大阪合同庁舎1号館6Ｆ

〒650-0024 神戸市中央区海岸通29 神戸地方合同庁舎4Ｆ

〒630-8113 奈良市法蓮町387 奈良第3地方合同庁舎

〒640-8143 和歌山市二番丁3 和歌山地方合同庁舎

トピックス

お問合せ先 ： 近畿農政局 企画調整室 TEL : 075-414-9037

近畿農政局 HP https://www.maff.go.jp/kinki/press/kikaku/221208.html

大学との連携協定の情報は以下のHP をご覧ください。

羽衣国際大学との包括的連携協力に
関する協定調印式を開催！

近畿農政局と羽衣国際大学の間で、相互の人的・知的資源の交流によって緊密な協力関係
を築き、相互の発展のため包括的に連携することに合意し、令和4年12月16日（金曜日）に協
定を締結しました。

この協定は、食料の安定供給の確保、農業の持続的な発展及び農村の振興、さらには我が
国の食と環境を支える農業・農村への国民の理解醸成に寄与することを目的としています。

具体的な取組みについては今後の協議で決まりますが、近畿農政局では大学への出張講
座や情報提供、農業現場での実地研修の紹介、農業従事者との意見交換の場の提供などの
検討を進めていきます。

https://www.maff.go.jp/kinki/press/kikaku/221208.html

